



























































































































































































































































































































	表紙
	目次
	1 緒言
	1-1 本調査の目的
	1-2 本調査の性格と内容
	1-3 調査団の編成
	1-4 調査期間
	1-5 調査経過
	1-6 調査結果の要約

	2 市外トラヒツク予測
	2-1 予測の目的
	2-2 加入数の予測
	2-3 市外トラヒツクの予測

	3 市外伝送路計画
	3-1 伝送路設計の目的
	3-2 パキスタンの既設通信網の概要
	3-3 局階位の決定(市外電話帯域制の確立)
	3-4 S.T.D.実施の時期と段階
	3-5 伝送路の作成方法
	3-6 主要伝送路計画

	4 優先ルートの決定
	4-1 検討された諸ルートと順位決定の諸条件
	4-2 市外トラヒツク予測と伝送路計画
	4-3 伝搬条件
	4-4 建設および保守の難易
	4-5 経済比較
	4-6 地域開発
	4-7 結論

	5 マイクロウエーヴシステム設計方針
	5-1 概要
	5-2 CCIR勧告
	5-3 置局選定の基本条件
	5-4 方式設計上の条件

	6 置局選定調査結果
	6-1 置局位置概要
	6-2 装置設計
	6-3 局舎

	7 所要工事費
	8 その他のルート
	9 おわりに
	付図
	裏表紙

